蒲郡市資金管理及び運用要綱
　蒲郡市会計管理者は、次のとおり資金管理及び資金運用の要綱を定める。
　（資金の種類）
第１条　この要綱でいう「資金」とは、歳計現金、歳入歳出外現金及び基金をいう。
　（歳計現金の管理及び運用）
第２条　歳計現金は支払に対応する準備金であることから、支払に支障が生ずることがないようにする。
２　会計管理者に収納された歳計現金は、指定金融機関の普通預金口座に全て入金することにより管理する。
３　支払資金の状況により歳計現金に資金余裕が出た場合には、定期預金、国債、地方債、政府保証債、財投機関債又はそれに準ずる元本償還及び利息の支払いの確実な債券等により運用ができるものとする。
４　歳計現金の運用先金融機関、金融商品、運用金額及び運用期間は、会計管理者がその都度決定し、より有利な運用に努めるものとする。
５　歳計現金の運用について、次に掲げる事項に抵触した場合は預貯金をしない。なお、運用期間中に抵触した場合は、速やかに預貯金を解約し、元金の保全をする。
⑴　自己資本比率について、国際業務を営む金融機関にあっては８％、国内業務のみの金融機関にあっては４％を下回ったとき。
⑵　蒲郡市公金取扱業務の中で事故等が発生した場合に、誠意ある対応がなされないとき。
⑶　同じ分類がなされる他の金融機関に比較し、経営指標等の内容が著しく劣るとき。
⑷　前各号のほか、業務に関し、不正又は不誠実な行為をし、相手方として不適当と認められるとき。
　（歳入歳出外現金の管理及び運用）
第３条　歳入歳出外現金の管理及び運用は、歳計現金の例による。

　（基金の管理及び運用）
第４条　各種基金の現金は、指定金融機関の普通預金口座において管理する。
２　基金の運用は定期預金、国債、地方債、政府保証債、財投機関債又はそれに準ずる元本償還及び利息の支払いの確実な債券等を運用対象とすることができる。
３　基金の運用先金融機関、金融商品、運用金額及び運用期間は、「蒲郡市資金管理運用委員会」の意見を聞いて会計管理者が決定する。
４　基金の運用に当たっては、毎年度の取崩し計画に支障がないよう流動性を確保しながら、安全で確実かつ効率的な運用に努めるものとする。
５　基金の債券での運用は、１年を超える中長期運用を原則とし、満期設定のあるものは原則としてその満期到来日まで保有するものとする。ただし、特段の理由がある場合は、この限りではない。
６　歳計現金に資金不足が生じた場合には、基金に属する現金を「一時運用金及び一時借入金取扱要綱（平成１０年４月１日施行）」により歳計現金に繰り替えて運用できるものとする。

７　第２条第５項の規定は、基金の管理及び運用についてこれを準用する。
　　　附　則
この要綱は、平成１４年４月１日から適用する。
附　則
この要綱は、平成１８年４月１日から適用する。
附　則
この要綱は、平成１９年４月１日から適用する。
附　則
この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。
附　則
この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。
附　則
この要綱は、令和２年７月１日から施行する。
附　則
この要綱は、令和４年１２月１日から施行する。
